
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成28年度決算）
長崎県長崎県病院企業団　上五島病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

50 - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 学術・研究機関出身 132

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 16 - ド 透 未 訓 救 臨 感 へ 災 - 4 186

182

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性
　上五島医療圏で唯一の入院機能を有する中核病
院として、急性期、小児・周産期、精神、救急、
災害、へき地医療を提供している。
　地域のニーズに合った病床機能への転換を行う
とともに、基幹病院と附属診療所のそれぞれの医
療機能の特徴を活かし、地域に信頼される安定的
でより良い医療を目指している。
　行政、他医療機関、介護施設等との連携を密に
して地域医療・ケアの充実に努めている。

- 13,954 非該当 １０：１ 132 50

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　②医業収支比率では、例年平均値を大きく上
回っているが、①経常収支比率では平成28年度は
資本的整備の増による控除対象外消費税額の増加
が要因となり平均値との差が縮まっている。
　④病床利用率でも、例年平均値を大きく上回っ
ており、効率的に稼働できているといえる。
　⑤入院単価は平成28年度より地域包括ケア病床
を開始したことにより増加、⑥外来単価について
は、薬品の一部を院内処方としたことにより増加
している。
　⑦職員給与費対医業収益比率は、例年平均値を
下回っているが、診療応援医師の報償費を含める
と多少差が縮まると考える。
　⑧材料費対医業収益比率については、薬品の一
部の院内処方化と、心臓カテーテル手術の施行に
よる診療材料の増加により、平均値を大きく上
回った。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27H26 H27 H28 H24 H25 H26

80.8当該値 102.0 102.6 101.3 98.8 97.3 当該値 93.4 93.8

32,688 32,472

81.8 85.1

平均値 97.1 96.3 96.9 98.3 96.7 平均値

該当数値なし 該当数値なし 該当数値なし 当該値 82.4 83.990.9 91.0 89.3 当該値 該当数値なし 該当数値なし

69.0 67.9 69.8

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

117.7 121.0 112.9 118.9 119.5 平均値87.7 86.6 85.4 85.3 84.2 平均値 68.5 68.3

2. 老朽化の状況について

　①有形固定資産減価償却率は、例年平均値を下
回っている。特に平成27年度から28年度にかけて
は病院機能強化のための外来部門の増築・改修工
事を施行し老朽化対策に努めた。
　②機械備品減価償却率は、平成27年度・28年度
は電子カルテの更新や医療機械の更新・新規購入
が多かったことから、平均値を下回っている。
　③1床当たり有形固定資産は例年平均値を上
回っているが、老朽化した施設や機械を必要に応
じて改善しているため必要な投資と考えている。
このデータには無床の附属医療センター分の数字
も含まれているため本来より高い結果となってい
る。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28 H24 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

31,585 32,431

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 9,205 9,437 9,726 10,037 9,97632,532 33,492

25.3当該値 58.9 58.4 58.9 57.7 57.7

平均値 31,111

当該値 21.4 22.7当該値 7,331 7,930 8,254 8,570 9,22232,011 32,598 23.1 23.7当該値 32,153

全体総括

平均値 19.2 19.3 18.9 19.0 18.7平均値 60.6 61.2 62.1 62.5 63.4

H26 H27 H28

　平成28年度は、基幹病院としての機能の充実・
環境整備のために外来部門の大規模な増改築工事
を行い、患者家族宿泊施設・外来化学療法室の設
置や待合いロビーの拡大など、患者サービスの向
上に努めた。また、医療スタッフ不足により、診
療応援医師や看護師確保のための費用が増加した
ことも収支の悪化に影響した。
　収益対策としては心臓カテーテル手術の施行や
療養病棟の一部を地域包括ケア病床へ転換するな
ど、診療費の増収に取り組んだ。
　今後も、地域住民のための医療の充実を図りつ
つ、機械備品等の必要な設備投資は計画的に行な
い、可能な限り各種経費の削減に努めていく。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27

51,232,586 52,384,608 56,073,887

「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 33,366,030 34,139,294 35,115,689 35,730,958

当該値 44.8 46.6 49.2 47.3 46.9

H28 H24 H25

当該値 53,695,016 53,995,022当該値 66.6 67.9 73.6 63.4 65.6

37,752,628平均値 64.2 63.3 69.6 69.2 69.7平均値 48.3 48.0 52.2 52.4 52.5
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④病床利用率(％)
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0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

③累積欠損金比率(％)
【63.6】

78.0

80.0

82.0

84.0

86.0

88.0

90.0

92.0

94.0

96.0

②医業収支比率(％)

【89.5】

93.0
94.0
95.0
96.0
97.0
98.0
99.0
100.0
101.0
102.0
103.0
104.0

①経常収支比率(％)
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②機械備品減価償却率(％)
【65.7】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【44,050,160】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【55.2】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)

【13,758】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)

【49,667】


